
 

 

 

 

 

 

 

第 1974 回例会  

平成 30 年 11 月 15 日(木) 
19:00～ 海南商工会議所４階 

海南３クラブ合同例会 

 

１．開会点鐘       

２．国歌斉唱             「君が代」 

３．ロータリーソング       「奉仕の理想」 

４．ゲスト紹介  和歌山県議会議長 藤山 将材 様 

５．出席報告 

会員総数 42 名   出席者数 22 名 

  出席率 53.66％   前回修正出席率 82.93 ％ 

 

６．会長スピーチ 海南西ＲＣ会長 神出 直治 君 

 みなさん、今晩は。本日は、年

1 回の海南３クラブ合同例会です。

今回、幹事クラブとなりましたの

で代表してご挨拶させていただき

ます。また、本日のゲストには和

歌山県議会議長の藤山 将材 様

をお迎えして、和歌山県の防災・

減災対策について卓和をお願い

しています。さらに、この時期、ボジョレーヌーボの

解禁となり、皆さんにも召し上がっていただきたいと

思います。 

 海南３クラブがこうして一同に会し、友好と親交を

深めることは、非常に大切なことで、また、喜ばしい

ことです。存分にご歓談いただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．幹事報告      海南西ＲＣ幹事 高田 博司 君 

○例会臨時変更のお知らせ 
和歌山東南ＲＣ 12 月 19 日（水）→12 月 22 日（土） 

18：30～ ホテルアバローム紀の国 

「クリスマス親睦家族例会」 

岩出ＲＣ    12 月 13 日（木）→12 月 15 日（土） 

19：00～21：00 アバローム紀の国 

ガーデンテラス leat 

○休会のお知らせ 

和歌山東南ＲＣ 12 月 26 日（水） 

岩出ＲＣ    12 月 27 日（木） 

 
８．ゲスト卓話  和歌山県議会議長 藤山 将材 様 
和歌山県の防災・減災対策について 
 皆さん、今晩は。日頃は県政の発展

にご協力いただき、御礼申し上げます。

本日は県の防災について、お話させて

いただきます。 
 まず、南海トラフにおける地震の発

生状況ですが、過去 1,400 年間を見る

と、南海トラフでは約 100～200 年の間隔で大地震が

発生しており、近年では、昭和東南海地震（1  944
年）、昭和南海地震（1946 年）がこれに当たります。

昭和東南海地震及び昭和

南海地震が起きてから

70 年近くが経過してお

り、南海トラフにおける

次の大地震発生の可能性

が高まってきています。

また、和歌山県の津波の浸水予想では、海南市には、

３連動地震で、６ｍの津波が 47 分で到達し、南海ト

ラフ大地震では、８ｍ津波が 39 分で到達します。そ

こで、緊急避難場所の見直しと安全レベルの設定とし

て、避難場所を一覧表のとおりまとめています。さら

に、新防災情報システムや和歌山県防災ナビなど迅速

に情報が流れる仕組みとなっています。 このほか、

防潮堤の整備、避難勧告等の判断などを明確化するほ

か、支援要員の派遣、防災訓練の実施など対策を強化

しています。 11 月 5 日は「世界津波の日」にあた

り、国連総会で制定されました。広川町の稲村の火の

館は、この聖地であり、濱口 梧陵翁の偉大な功績と

精神を世界に発信していかなければなりません。 
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９．例会、懇親会の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10．閉会点鐘 

 

次回例会   11 月 19 日（木）第 1975 回 例会 

12:30～ 海南商工会議所４階 

会員卓話 「ＩＤＭのまとめ」 

R 情報委員長 谷脇 良樹 君 

 

 

 

 

 

世界を変える 6 名を表彰 
11 月 10 日、「イノベーション」をテーマにナイロ

ビ（ケニア）の国連でロータリーデーが開かれ、世界

各国から 1,000 人を超えるロータリーリーダー、ロー

タリークラブ会員、ゲストが集まりました。参加者ら

は、世界のさまざまな問題に取り組む創造力豊かな解

決策についての講演に耳を傾けました。 
毎年恒例のこの行事は、ロータリーと国連との長年

にわたる特別な関係を記念して開催されます。今回も、

国連役員や人道活動の専門家が、地元、地域、グロー

バルな規模での人道的課題に取り組むための革新的

な戦略について話し、参加者は大いに刺激を受けまし

た。また、35 歳以下の 6 名のローターアクト会員と

ロータリー会員が、「世界を変える行動人：若いイノ

ベ ー タ ー （ Rotary People of Action: Young 
Innovators）」として

表彰されました。受賞

者らは、それぞれどの

ように工夫を凝らし、

測定可能で持続的な

成果をもたらす活動

を立ち上げたのかを

語りました。国連の「持続可能な開発目標」に注目し

た本会議と分科会では、テクノロジーの進化をいかに

生かすことができるか、また、変革をもたらす上での

若者がどのような役割を果たせるかについて話し合

われました。環境に関する特別セッションも行われ、

環境的に持続可能な開発がいかに重要であるかにス

ポットライトを当て、環境にやさしく健全な世界をつ

くるために誰もができる行動案が示されました。 
また、初めての試みとして「イノベーションフェア」

も行われ、ロータリークラブをはじめ企業や各種団体

が参加し、今日の人道的課題に対応するプロジェクト

と最新テクノロジーの展示を行いました。 
基調講演では、バリー・ラシン RI 会長（バハマ、

イーストナッソー・ロータリークラブ所属）とスシ

ル・グプタ RI 会長ノミニー（インド、デリーミッド

ウェスト・ロータリークラブ所属）も登壇しました。 
 

11 年連続でロータリー財団に最高の評価 
慈善団体の格付けを行う米国の独立機関、チャリテ

ィーナビゲーター（Charity Navigator）が、ロータ

リー財団に 11 年連続で最高の 4 つ星評価を与えまし

た。この評価は、ロータリー財団の健全な財務状況お

よび説明責任（アカウンタビリティ）と透明性へのコ

ミットメントが認められたことによるものです。 
「このような評価をいただ

きとても光栄です」とロータ

リー財団のロン・バートン管

理委員長。「この結果は、世

界中の大勢のロータリアンの努力と献身を物語って

います。ロータリアンは、寄付が意図された通りに活

用されると信じていますし、実際に寄付は世界をより

良くするために生かされています」 
チャリティ―ナビゲーターは、財団

による寄付の活用、プログラムと奉仕

の実施、効果的なガバナンスと組織の

透明性を高く評価しました。 
 

2020－21 年度 国際ロータリー会長に 

 スシル グプタ 氏が選ばれる 
国際ロータリー会長指名委員会は、

インドのデリーミッドウェスト ロ
ータリークラブ所属のスシル グプ

タ氏を、2020－21 年度ＲＩ会 長に

選出。10 月 1 日までに対抗候補者が

出なかったため、会長ノ ミニーとし

て宣言されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クラブ会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：上野山 雅也  副委員長：清水 敏光  委員：阪口 洋一  千賀 知起 


